
気象庁 令和２年度３次補正予算の概要

防災・減災、国土強靱化の推進

（２）地震・火山観測体制の強化 ４０６百万円

①地震観測施設の整備
②火山監視・観測用機器の整備

１４３百万円
２６３百万円

「地震観測施設の整備」

○多機能型地震観測装置の整備
・観測した地震波から、各地
の強い揺れの到達時刻や震
度を予測し、緊急地震速報
等を発表

「⽕⼭監視・観測⽤機器の整備」

○観測データ受信装置の整備
・観測機器から送信されるデータを
収集・処理

○テレメータ装置の整備
・観測データを通信信号に変換

（１）線状降水帯の予測精度向上のための気象観測・監視の強化
５，５６５百万円

①洋上観測の強化
②アメダスへの湿度計導入等
③気象レーダーの更新強化

３，６６４百万円
７１１百万円

１，１９０百万円

成長 積乱雲①積乱雲②発生

積乱雲が次々に発⽣して連なり⼤⾬が持続 線状降⽔帯

「気象レーダーの更新強化」

○⼆重偏波気象レーダー（※）への
更新（種⼦島・室⼾岬）

へんぱ

（※）⼆重偏波気象レーダー
正確な⾬量、積乱雲の発達過程を把握
局地的⼤⾬の監視能⼒を向上

「洋上観測の強化」

○線状降⽔帯の上流の⽔蒸気等⼤気状況
を正確に把握する観測能⼒の強化
・気象庁観測船等に船舶ＧＮＳＳ観測を
追加

・気象庁観測船に⾼層気象観測を追加
○海洋気象観測船の代船建造

「アメダスへの湿度計導⼊ 等」「アメダスへの湿度計導⼊ 等」

○⼤気下層の湿った⾵を正確に把
握するため、アメダスの更新に
合わせ陸上の湿度（⽔蒸気）観
測を追加

○ウィンドプロファイラの観測
データ処理部を更新 等

船舶GNSS観測
⾼層気象観測

暖かく湿った風
（水蒸気を含む風）

５，９７１百万円

令和２年７月豪雨により多大な被害を及ぼした線状降水帯の予測精度
向上をはじめとする防災気象情報の高度化のため、観測精度の高い最新
の気象レーダーの設置や、気象庁及び海上保安庁の連携による洋上で
の水蒸気観測・監視体制の強化等を実施。


